
0
「食品安全委員会が行うリスクコミュニケーションに関する意識調査報告書」（令和２年度）より

ハザードごとのリスク認知状況
＜食品添加物＞
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危険性・有害性を示すデータを見て

事件・事故等のニュース・報道を見て

テレビ・インターネット上の動画などで衝撃的な映像を見て

否定的・警鐘的な論調（新聞・雑誌・テレビなど）に接して

食品のパッケージの「無添加」の表示を見て

不安のきっかけ
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国で定めている基準値内であれば、摂ることができる

メリットもあるので、ある程度は受け入れることができる

安全性を判断する材料が不十分

健康影響リスクをゼロにすることはできない

摂取するたびに人体に蓄積されている

人工的・人為的であるイメージ
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